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（ⅲ）

　大興寺西側の沢にある鮮新世の掛川層群（400 万
年前～200 万年前）堀の内泥層中から産出される石
灰質ノジュールである．化石などが核となりその周
りに石灰質分が濃集してノジュールができると考え
られる．崖に列状にノジュールが並ぶことから，そ

の層の堆積した当時の海底がノジュールを作りやすい環境だったと思われる．近くの大興寺の住職が
代わる度に崖から丸い石が落ちてくるという言い伝えがあり，子生まれ石と呼ばれるようになったら
しい．形状がひょうたんにも似ていることから，縁起のよい石として信仰され，遠州七不思議に数え
られている．大興寺の境内には，この石を石塔にした代々の住職の墓がある．（松本仁美・青木克顕）
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